
神奈川県作業療法士会平成 18年度第 5回理事会議事録 
日 時：平成 19年１月 16日 

18：55～20：30 
場 所：神奈川県作業療法士会事務所 

出席者：長谷川、清水、錠内、浅海、亀ヶ谷、作田、田中(秀)、松藤、松本 
監事：田中（節）佐藤 理事外：岡村、池田、奥原、佐藤（文）、山田、野本、鳥畑  

議 題 内 容 

1.会長挨拶 
 
 
 
2.事務局報告（錠内）  
 
 
 
 
 
3.県ＯＴ学会報告 
（岡村） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 各部からの報告 
4.福利部 （田中） 
 
 
 
 
 
 
 

新年の挨拶 
次回総会では、役員選挙あり。県学会開催もあるため県士会員の協力

をお願いしたい、 
 
県士会事務局宛の年賀状の紹介 
 →来年より関係機関に県士会からも年賀状を送る予定。 
東海大教授葬儀に県士会より花輪をおくった。 
神奈川県立保健科学大学大学院開設（平成 19年 4月）のお知らせ。 
介護支援員専門員の委託あり、昨年同様の方に依頼した。 
 
別紙資料有。 
実行委員委員は現在川崎市内の会員中心に 24名で運営中。 
参加費：県士会員 2000円 県外ＯＴ会員・他職種 3000円 
    会費未納者 10000円 一般・学生無料 
演題  ９演題 （口述発表） 
託児所委託   
ＪＲ川崎駅直結「ラゾーナ川崎」（株）アートコーポレーション 

 県士会で契約 入会金免除。保険料（1000円）は県士会負担 
保育料（利用者負担） ２０００円／時間  
作田：新卒ＯＴは時期的にまた入会できないがどうするか？ 
    →仮会員として受け付ける。 
     （県士会費 7000円 参加費 2000円） 
奥原：会員・非会員の確認は自己申告か？ 
    →受付では本人からの自己申告内容を信用する。 
亀ヶ谷：賛助団体（県内のＯＴが所属する施設には協力依頼済み）は 
    学会誌に掲載されるか？ 
     →掲載する。 
 
別紙資料あり 
・平成 18年度事業報告 
倫理委員会への相談件数 0件 
 →広報の方法を今後検討していく。 
・平成 19年度事業計画（案）報告 
基本継続。 
 
 



5.ウェブサイト管理委員
会（作田） 
 
 
 
 
 
 
 
 
6.地域リハ推進部（浅海） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
7.広報部（松本） 
 
 
 
 
8.情報統計部（松藤） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

別紙資料あり 
・平成 18年度事業報告 
アクセス件数は増加している。 
錠内：電子メールの具体的な内容は？ 
   →施設見学希望が多い。 
・平成 19年度事業計画案 
佐藤（直）：役員選挙をインターネット投票で出来ないか検討してほ

しい。 
     →錠内：費用もかかるので今後検討していく。 
 
別紙資料あり 
・活動報告 
第 2回地域リハ勉強会開催 
地域社会資源リンク集配布 
認知症レクのパンフレットづくり 
ＰＴＯＴ合同研究会の申し込み状況  

19名 他職種にも広く呼びかけ中。 
 
・平成 19年度事業計画案 
来年度の役員交代検討中。 
収容人数の多い会場を検討中。 
 
別紙利用あり 
・ 平成 18年度事業報告 
・ 平成 19年度事業計画案 
   役員交代・役割の変更予定 
    
平成 18年度の事業報告 
現在、会員名簿の作成・会員情報については事務局のサポート業務に

なっている。部としての業務を整理していきたい。 
錠内：事務局の業務も合わせて検討する必要あり。 
清水：現在、情報統計部の会員情報の内容は？ 
    →ＯＴ協会の内容とほぼ同様。 
     県士会独自の情報は、ケアマネ資格取得者・福祉用具プラ

ンナー資格取得者等のみ。 
県士会白書は？ 
 →平成 19年 3月に発行予定 

会長：部としての役割はなくても、担当理事は置いたほうが良い。 
清水：協会とつながるパソコンの管理のためにも担当理事は必要。 
  →事務局で会員情報をするにしても、責任者として理事は必要。 

来年度、部は存続する。 
次回の理事会で議案書完成。 
会計監査のスケジュール予定。 
 財務部に資料の提出締め切り：  



3月 2日（財務部に確認後理事に連絡） 
 監査日：3月 31日（予定） 
 
次回三役会  2月 13日（火） 
       2月 20日（火） 

 以上 
報告者：野本義則 書記：鳥畑真理子 
文 責：錠内広之 


